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今月の新着図書から PICK UP! !
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ばあさんは 15歳（著／阿川佐和子）

　高校入学を目前に、ふとした
異変で昭和にタイムスリップした
菜緒。愛想なしの祖母を相棒に
東京タワーから始まる物語は出
会いと発見にあふれ…。
　孫娘とばあさんの時をまたぐ
冒険を描く。

出版／中央公論新社

渋沢栄一伝（小前亮／作）
　農家に生まれた渋沢栄一は、
尊王攘夷の志士、幕臣、新政府
の役人と立場を変え、やがて民
間の企業人となり、約500社の
企業を育てて「日本の資本主義
の父」と呼ばれるように。日本
の未来を変えた男の活躍を描く
歴史青春ストーリー。

出版／小峰書店

照　会　市立図書館アスパル　☎０５３７�８１８１

●一般
○だれでもわかるゆる仏教入門（著／松崎智海）
○渋沢栄一の足跡をたどる旅（著／「渋沢栄一の足跡をたどる旅」製作委員会）
○何とかならない時代の幸福論（著／ブレイディみかこ　鴻上尚史）
○ガザ、西岸地区、アンマン　「国境なき医師団」を見に行く（著／いとうせいこう）
○ポリ袋で簡単、おいしいはじめてのみそ作り（著／真藤舞衣子）
○花のちりめん細工とつるし飾り（著／矢島佳津美）
○最後は会ってさよならをしよう（著／神田澪）
○コンジュジ（著／木崎みつ子）
○空の轍と大地の雲と（著／山田深夜）
●子ども
○４ひきのちいさいおおかみ（文／スベンヤ・ヘルマン　絵／ヨゼフ・ヴィルコン

訳／石川素子）
○あらいくん（文／中川ひろたか　絵／ serico）
○みたらみられた（作／たけがみたえ）
○よくできました !　 こどもルールブック（監修／齋藤孝　イラスト

／オブチミホ）
○昔のくらし昔の道具これなあに ?（著／春風亭昇太　監修／小林克）
○イラストでわかる科学の教養365（監修／千葉和義）
○響け、希望の音　東北ユースオーケストラからつながる未来
　（著／田中宏和）
○リンゴちゃんのいえで（作／角野栄子　絵／長崎訓子）
○詩人になりたいわたし X（作／エリザベス・アセヴェド　訳／

田中亜希子）
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